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5∴25北川クリーンアップ作戦（第4回） 
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さ
る
2
月
2
2
日
（
土
）
、
冷
た
い
突
風

が
吹
き
荒
れ
る
中
、
北
多
愕
然
順
境

連
絡
会
と
か
っ
ば
の
会
主
催
で
、
東
村

山
北
菓
部
の
み
ど
り
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
が
行
な
わ
れ
た
。

新
秋
津
駅
を
1
0
時
に
出
発
し
、
先
日
、

雷
麟
駿
さ
ん
が
3
億
円
を
蕎
付
し
高
名

に
な
っ
た
、
柳
櫛
川
流
域
の
淵
の
恋
を

第
6
回
か
っ
は
サ
ロ
ン
報
告

「
ビ
デ
オ
で
見
る
多
目
恕
型
肌
つ
く
い
エ

去
る
2
月
1
5
日
（
土
）
、
ド
イ
ツ
の

多
自
然
型
川
づ
く
り
の
実
際
を
ビ
デ
オ

鑑
賞
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
工
事
？
　
そ
こ
に
は
自
然
な

美
し
い
川
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
の
川

の
現
状
を
考
え
一
同
溜
め
息
。

役
人
が
現
蝿
に
出
て
、
図
面
も
無
し

で
作
業
者
と
あ
れ
こ
れ
工
夫
し
て
工
事

し
て
ま
し
た
。
ま
さ
に
川
と
対
話
す
る

ま
ず
見
学
。
地
元
の
安
抑
氏
が
ガ
イ
ド

し
て
く
れ
る
。
そ
の
後
、
緑
放
課
の
根

廼
氏
の
案
内
で
ら
ろ
り
ん
村
を
経
て
、

新
し
く
都
緑
地
指
定
地
に
な
る
空
堀
川

沿
い
の
大
沼
閥
の
雑
木
林
を
救
荒
。
手

入
れ
の
行
き
届
い
た
林
に
一
同
感
心
。

金
堂
図
で
は
患
者
さ
ん
が
た
ど
っ
て
き

た
不
率
な
歴
史
と
、
脇
を
こ
め
て
講
で

上
げ
た
み
ど
り
の
話
に
熱
心
に
メ
モ
を

走
ら
す
人
も
。
充
実
の
－
∴
日
で
あ
っ
た
ハ

「
川
の
職
人
一
の
盗
。
デ
ス
ク
ワ
ー
ク

だ
け
で
良
い
川
は
で
き
な
い
の
で
は
？

柳
瀬
川
懇
談
会

柳
瀬
流
域
憩
は
3
月
8
日
　
（
土
）
J
i

川
づ
く
り
専
門
家
の
山
道
省
三
氏
を
招

き
「
こ
れ
か
ら
の
川
づ
く
り
を
考
え

る
」
　
セ
、
、
、
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

楯
瀬
市
で
進
む
柳
瀬
川
改
修
工
事
は
、
e

民
の
対
応
を
考
え
る
と
い
う
有
意
義
な

企
画
で
し
た
。
山
道
氏
か
ら
は
。
市
民

が
柳
瀬
用
の
情
報
で
行
政
よ
り
博
学
に

な
り
カ
を
つ
け
る
“
。
専
門
家
に
無
償

で
知
識
提
棟
を
も
ら
う
“
∴
”
市
民
が
対

案
（
絵
）
を
つ
く
り
逆
提
案
す
る
“
等

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

勘
違
い
と
し
か
思
え
な
い
。
他
自
然
型

川
づ
く
り
？
“
で
す
。
こ
れ
に
対
し
市

t
 
i
翰
1
－
妓
㌢

一



陸

閻

躍
醗
躍
。
舞
講
猶

さ
る
3
月
2
0
日
（
木
）
、
1
3
時
5
0
分
よ

り
、
多
摩
湖
町
自
治
会
集
会
場
で
、
市

土
木
課
、
縁
故
課
の
主
催
で
、
「
せ
せ

ら
ぎ
と
み
ど
り
の
散
歩
道
」
計
画
を
す

す
め
る
、
第
1
回
の
市
民
∴
行
政
合
同

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
か
れ
た
。

当
日
は
、
地
元
自
治
会
、
地
権
者
、

各
自
然
保
護
団
体
な
ど
約
2
0
名
が
参
加
。

第
2
回
北
川
か
っ
ば
の
会
総
会

北
川
か
っ
ば
の
会
が
発
足
し
て
、
こ

の
6
月
で
丸
2
年
。
こ
の
閲
、
3
回
に

わ
た
る
北
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
や
、

水
と
み
ど
り
の
市
民
懇
談
会
の
設
鐙
、

わ
ん
は
く
夏
ま
つ
り
、
産
業
ま
つ
り
へ

の
参
加
、
独
自
の
研
究
会
、
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
、
通
信
の
発
行
な
ど
、
嫌
々

な
活
動
を
鹿
嗣
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

行
政
と
の
信
頼
関
係
も
離
立
し
、
会

員
数
も
早
や
1
2
0
名
。
つ
き
ま
し
て

は
左
記
の
と
お
り
、
第
2
回
日
の
総
会

を
開
き
、
い
よ
い
よ
清
流
復
活
の
異
体

的
プ
ラ
ン
策
定
に
入
り
ま
す
。
多
く
の

廻
田
小
宴
の
湧
水
池
、
練
達
な
ど
を
ウ

ォ
ッ
チ
ン
グ
、
水
質
調
査
を
ま
じ
え
、

地
域
に
残
さ
れ
た
自
然
を
再
発
見
。
そ

の
後
、
古
老
の
話
を
ま
じ
え
室
員
交

換
会
で
は
、
老
若
男
女
、
活
発
な
論
議

が
な
さ
れ
、
楽
し
い
会
と
な
っ
た
。
．

手
き
ぐ
り
な
が
ら
新
し
い
市
民
参
加

方
式
を
予
感
さ
せ
る
企
画
に
、
市
民
も

行
政
の
積
極
的
な
姿
勢
を
高
く
評
価
。

協
働
で
す
す
め
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

東
村
山
席
に
水
辺
係
が
誕
生

東
村
山
市
複
所
で
は
平
成
9
年
度
の

組
織
改
正
を
行
い
、
4
月
1
日
か
ら
新

し
い
組
織
が
出
来
ま
し
た
。
改
正
に
伴

い
都
市
建
設
離
縁
敷
設
が
都
市
整
備
部

園
課
“
に
衣
が
え
。
新

辺
係
が
設
置
さ
れ
、
み

国
際
と
3
体
制
に
。
活

花
見
懇
談
会
1
5
時
～
1
7
時
●
場
所
＝

復
活
を
め
ざ
す
か
っ
ば
に
と
っ
て
水

村
山
市
民
セ
ン
タ
I
e
問
合
せ
先
＝
か

っ
ば
の
会
・
三
島
皿
9
1
・
2
3
6
5

辺
係
の
誕
生
は
〉
河
童
に
金
棒
か
？

ゝ

‥

セ

ー

ジ

、

寺
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九くかき君

by：ヒ鴫やん

バ
ロ
ン
宮
本
の
川
の
辛
口
誰
座
［
第
8
回
］

－
多
自
然
型
川
づ
く
り
は
川
を
救
え
る
か
（
そ
の
7
）

川
岸
に
家
が
追
っ
て
い
る
所
で
は
強

い
露
草
が
必
要
で
す
が
、
狭
山
公
園
や

北
山
公
園
の
中
な
ど
川
岸
か
く
ず
れ
で

も
人
命
に
問
題
が
な
い
所
で
は
、
護
岸

の
必
要
性
は
低
い
と
言
え
ま
す
。

ま
た
用
の
流
れ
の
力
に
応
じ
て
も
使

う
護
岸
を
変
え
て
よ
い
は
ず
で
す
。
上

流
の
勾
配
が
急
な
川
で
は
放
水
の
カ
は

強
く
、
下
流
で
は
流
れ
が
ゆ
る
い
と
い

う
こ
と
は
誰
で
も
知
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
同
じ
場
所
で
も
、
川
の
曲
が

り
の
外
側
の
岸
（
水
衝
部
）
　
は
、
流
れ

が
強
く
当
た
り
ま
す
が
、
内
側
の
岸

（
水
義
郎
）
は
流
れ
が
遅
く
え
ぐ
ら
れ

る
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

高
度
成
長
以
来
今
ま
で
、
こ
の
よ
う

な
川
の
特
性
も
考
え
ず
に
、
川
岸
を
全

て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
化
し
て
き
た
と
こ
ろ

に
日
本
の
川
の
惨
状
が
あ
り
ま
す
。

多
自
然
型
用
つ
く
り
で
は
、
ま
ず
護

岸
が
不
要
な
よ
う
工
夫
し
、
必
要
で
も
、

植
物
を
用
い
る
↓
木
を
使
う
↓
石
を
使

う
、
と
必
糞
に
応
じ
工
法
を
変
え
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
よ
う
に
強
い
護
岸
か
必
要
で

も
、
こ
れ
を
土
で
覆
え
ば
自
然
な
土
手

を
取
り
戻
せ
ま
す
。
　
（
つ
づ
く
）

十
数
年
前
、
地
元
の
海
で
波
乗
り
に

興
じ
る
若
者
の
ひ
と
り
だ
っ
た
私
は
、

仲
間
と
い
っ
し
ょ
に
浜
辺
に
打
ち
上
げ

ろ
れ
た
ゴ
、
、
、
を
よ
く
拾
っ
て
歩
き
ま
し

た
。
特
に
河
口
周
囲
の
生
活
廃
棄
物
の

多
き
に
は
驚
か
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ

ん
な
日
々
の
中
、
最
も
忘
れ
ら
れ
な
い

出
来
事
は
、
巨
大
な
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
が

次
々
に
沈
め
ら
れ
：
つ
ね
る
海
を
断
ち

切
っ
た
こ
と
で
す
。
青
く
渦
巻
い
て
打

ち
寄
せ
て
い
た
美
し
い
波
は
、
そ
の
日

を
環
に
も
う
二
度
と
見
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
し
た
。

現
在
か
っ
ば
の
会
に
所
属
し
て
、
こ

ぅ
し
た
活
動
を
な
ぜ
あ
の
と
き
に
出
来

な
か
っ
た
か
と
、
悔
し
い
気
詩
ち
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。
そ
れ
で
も
、
会
報
づ
く

り
や
楽
し
い
パ
ー
テ
ィ
な
ど
で
か
っ
ば

の
皆
さ
ん
と
会
う
た
び
に
、
「
今
か
ら

で
も
遅
く
は
な
い
よ
」
と
い
う
思
い
が

湧
い
て
く
る
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
少

し
ず
つ
、
出
来
る
こ
と
か
ら
参
加
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
∴
∴
∴
∴
望
雲
呑



豊BLUES BAR

告　JukeJoint

西武線唯一の7圧スパーJ・Jで貴

方だけの細野l励テI）に酔おう。
J・Jはれナノ1周年で充実。椋ト

ミュールヤンのラげでfI塙にも酔おう。

Open／830pm off／日・祝日

買上I母ノ鷺00　7十￥300～

＊＊　　ケ浩一ル　　出演）研＊＊

4／5（土）J・Jl周年持リアル77ターア

ワー〃7侶粁I旧柄の名手たかち高が
JJl周年を祝い高円寺から駆廟レ
4／19土）九州はハ勅の男コー初登場！

染維宏一（vo b）船TAD三浦（g）

4／25（金）コチッブルースバンド

228かっ肋会支援チ捕ティーティナ参加の

若手ナンl主1八一ピ対佐々木］テーほ完全

無欠の減ム隊。今夜はシカゴ！
4／28（月）テキサスアコースティック

勅一ス／ラ小二ン大内（vo g）金井剛（h）

5／2（金）ブルースてんこもり

森エレクトiノック

5／16（金）名代名職人強力デュオ

石川二三夫（vo h）小出斉（vo g）

5／23（金）持ズとブルースの美味しい最高

猶テル／遠藤和浩（g）fromエントブラザース

5／24（土）今夜は楽しか～博多三バカ

大将）fron博多／後見人TAD三浦

5／30（金）関西風味アズミのぶろうす
アズミ（vo g））from大阪

☆7事柄所ン4／30水5／9金5／29木

お
す
ず
め
の
店
①

◎
和
事
（
和
風
割
烹
）

天
ぷ
ら
の
名
店
、
池
袋
の
船
橋
屡
で

4
年
、
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
の
ホ
テ
ル
で

4
年
の
修
業
を
終
え
、
昨
年
の
9
月
に

オ
ー
プ
ン
。
さ
す
が
）
に
天
ぷ
ら
は
シ
ャ

キ
ヅ
と
し
て
絶
品
。
魚
も
毎
日
市
場
で

仕
入
れ
気
合
い
が
入
る
。
し
か
も
全
て

が
格
安
。
室
員
時
4
5
分
～
1
4
時
、
夜
6

時
～
1
0
時
。
正
編
寺
バ
ス
停
近
く
、
西

口
よ
り
徒
歩
1
0
分
。
皿
9
4
・
1
5
8
3

お
す
ず
め
の
店
②

◎
子
と
も
の
本
屋
　
ト
ロ
ル

東
村
山
駅
西
口
、
あ
さ
ひ
銀
行
手
前

の
道
を
左
折
す
る
と
、
オ
ー
ナ
ー
の
撞

い
た
「
あ
い
て
る
よ
」
な
ん
て
看
板
が
。

店
内
は
本
だ
け
で
な
く
民
族
楽
器
あ
り
、

話
を
し
た
り
、
時
に
は
お
茶
も
飲
め
る

大
き
な
木
の
テ
ー
ブ
ル
が
真
ん
中
に
。

お
話
会
、
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
も
や
っ
て

し
ま
う
、
楽
し
さ
塞
た
く
さ
ん
の
お
店

で
す
。
皿
9
2
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狭山丘陵の東麓、トトロの故郷

北山公園一語の緑の保全と、その

前を流れるかつての水かきの生息

地北川の清流復活という、ふたつ
の大きな夢をもって作られた「北

川かっばの会」も会員数がとうと

う120名を数えるにいたりました。

自然、遊びが大好きで、趣旨に
賛同、活動に参加できる方（参加
入退会自由）を広く募集いたしま

す。のんびり、楽しく、かつ、ま

じめに？！がモットーの会です。

気軽にご連絡してみて下さい。

●会費：年間3，000円。「かっは

通信」（隔月刊）と、可愛らしい

かっは会員証をお送りします。

●問合せ・申込先；〒189東村山

市野口町3－11－8　三島方　北川か

っばの会　℡0423－91－2365

●会費振込先；上記へ現金書留。

または郵便振替　00120－6－104476

（加入著名　北川かっばの会）

●会員更新手続きのお願い

皆さんの貴重な会賞、カンパか

活動のみなもと。更新時期を迎え

た方‘こは別紙振込用紙を同封いた

しましたので、今年もよろしくご

協力の経、お願い申し上げます。

報編集後記

いよいよ清流復活プランのプロ

ジェクトチーム発足。毎週末の活

動の波間をこいでカヌーで遊ぶぞ

●空堀川クリーンアップ作戦

内容／空堀川川そうじと憩親会

日時／4月27日（日）10時～12時

主催／密堀川に清流を取り戻す会

間合ノ／創423－91－4003（小林〉

●横浜の川づくり先進事例見学会
内容／川づくりの先進事例見学
日時／4月27日（日）8：30－6：00

鎮台／JR新秋津駅（予定）・
主催／柳瀬川流域川づくり憩譲会

申込／℡伽29－4左0019（鈴木）

●新河岸川フォーラム’97

内容／21世紀の新河岸川流域を考

え流域団体の交流を図る

日時／5月24日（土）

塙所／上福岡市

開合／℡03－3902－3220（建設省荒

川下流工亭音詩所調査課）

●奈良梯川の湧水調査

内容／狭山丘陵の湧水を絹べる

日時／4月19日（土）10時～3時

集合／東大和市郷土博物館会報室

間合／創425－64－9的4（秋山）

●吉野川発「未来の川のほとりにて」

内容／吉野川河口堰を考える

躯うーリン女工クが一泊ン、焚火談義

日時／5月3日（土）～5日（月）

甥所／徳島美馬中央練吉野川河原

参加／大人1000円、小中学500円

主催／吉野川ラン科サム実行委員会

間合／℡0886－26－1424（碧海局）


